
この印刷物は石油系インキではなく、地球に優しい
大豆油を使用したインキで印刷されています。

『広報えな』は古紙100％
の再生紙を使用しています。
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最
近
、
新
聞
を
読
ん
で
い
る
と
合

併
し
広
く
な
っ
た
恵
那
市
の
記
事
が

目
に
留
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
隣
の
ま
ち
の
出
来
事
が
、

今
は
自
分
の
ま
ち
の
出
来
事
に
。

　

愛
・
地
球
博
岐
阜
県
の
日
に
出
演

し
た
恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り
、
串
原

の
中
山
太
鼓
な
ど
地
域
の
特
色
あ
る

文
化
、
芸
能
が
新
し
い
恵
那
市
の
魅

力
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

の
ま
ち
を
紹
介
す
る
時
の
話
題
づ
く

り
に
、
温
泉
、
宿
泊
施
設
、
き
れ
い

な
自
然
、
歴
史
あ
ふ
れ
る
史
跡
な
ど

「
自
分
の
ま
ち
に
は
こ
ん
な
い
い
と

こ
ろ
が
あ
る
よ
」
と
魅
力
が
６
倍
に

な
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
と
こ
ろ
ば
か

り
で
す
が
、
市
の
施
策
の
情
報
だ
け

で
な
く
地
域
の
文
化
や
特
色
を
紹
介

し
、
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
○原
 

次号は６月１５日号
発行日は６月１５日�です

企画展覧会

『広報えな』 ６月１日号、１部当たり
の印刷経費は約１５.２円（税込み）です。

『木曽義仲と源平合戦の世界』

　６月９日�から、企画展「木曽義仲と源平合戦の世

界」を開催します。

　日本の歴史で人気のある時代といえば、一つは戦

国時代、二つめは幕末維新の時代、そしてもう一つは

源平合戦の時代ではないでしょうか。

　さて源平合戦の時代。おなじみの人物が多数登場

します。例えば「木曽殿」と呼ばれた源（木曽）義仲

と巴。野性味を帯びた武人・義仲と、その幼なじみで

あり妻であった巴は、死に至るまで一緒に戦い続け

ます。例えば安徳天皇と共に西海で滅び行く平家一

門。あるいは源義経とその忠実な臣・弁慶。不運の主

を連れて奥州へと落ちていく途中の「 勧進帳 」の場面。
かんじんちょう

テレビで、映画で、小説で、誰もがどこかで見たこと

があるはずです。

　源平合戦の登場人物は、浮世絵版画の中にも多数

描かれてきました。むしろ今、私たちが抱いている

イメージは、江戸時代に、歌舞伎や浄瑠璃、講談、戯

作本、そして浮世絵版画といった媒体で脚色、形成さ

れた人物像だといっても過言ではありません。

　義仲や巴の、あるいは義経イメージの源泉が、きっ

と浮世絵版画で発見できるはずです。

６月９日�～７月１８日�
毎週月曜日（7月１８日�を除く）休館

　　　  ※会期終了後、７月１９日�～２１日�まで

　　　　  展示替え休館します。

歌川国芳
「木曽街道六十九次之内 板鼻 御曹子牛若丸」

大判錦絵揃物の内　嘉永５年（１８５２）５月
林屋庄五郎版


